
１７ 疾病大分類別上位１０疾病（入院外・件数）

平成２９年５月診療分（国保＋後期）
※国保には、国保組合も含む。

大 分 類 件　数 大 分 類 件　数

循環器系の疾患 196,357 皮膚及び皮下組織の疾患 31,016

消化器系の疾患 149,980 精神及び行動の障害 29,137

筋骨格系及び結合組織の疾患 85,043 損傷、中毒及びその他の外因の影響 27,928

内分泌、栄養及び代謝疾患 79,784 新生物 27,870

眼及び付属器の疾患 61,831 その他 90,767

呼吸器系の疾患 49,391 計 829,104

　件数の構成割合をみると、循環器系の疾患23.7％（対前年増減なし）、消化器系の疾患18.1％（対前年増減な
し）及び筋骨格系及び結合組織の疾患10.3％（対前年0．1ポイント増）が上位を占めています。

循環器系 

23.7% 

消化器系 

18.1% 筋骨格系 

10.3% 

内分泌、栄養 

9.6% 

眼及び付属器 

7.5% 

呼吸器系 

6.0% 

皮膚及び皮下組織 

3.7% 

精神及び行動 

3.5% 

損傷、中毒 

3.4% 

新生物 

3.4% 

その他 

10.9% 

【構成割合】 
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１７ 疾病大分類別上位１０疾病（入院外・件数）
平成２９年５月診療分（国保＋後期）

※国保には、国保組合も含む。
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１７ 疾病大分類別上位１０疾病（入院外・件数）

平成２９年５月診療分（国保）
※国保組合も含む。

大 分 類 件　数 大 分 類 件　数

消化器系の疾患 92,220 皮膚及び皮下組織の疾患 21,160

循環器系の疾患 79,759 精神及び行動の障害 20,690

内分泌、栄養及び代謝疾患 43,975 損傷、中毒及びその他の外因の影響 14,151

筋骨格系及び結合組織の疾患 38,095 新生物 14,044

呼吸器系の疾患 36,084 その他 47,625

眼及び付属器の疾患 30,946 計 438,749

　件数の構成割合をみると、消化器系の疾患21.0％（対前年増減なし）、循環器系の疾患18.2％（対前年0.1ポイ
ント減）及び内分泌、栄養及び代謝疾患10.0％（対前年増減なし）が上位を占めています。
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１７ 疾病大分類別上位１０疾病（入院外・件数）
平成２９年５月診療分（国保）

※国保組合も含む。
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１７ 疾病大分類別上位１０疾病（入院外・件数）

平成２９年５月診療分（後期）

大 分 類 件　数 大 分 類 件　数

循環器系の疾患 116,598 損傷、中毒及びその他の外因の影響 13,777

消化器系の疾患 57,760 神経系の疾患 13,756

筋骨格系及び結合組織の疾患 46,948 呼吸器系の疾患 13,307

内分泌、栄養及び代謝疾患 35,809 腎尿路生殖器系の疾患 13,134

眼及び付属器の疾患 30,885 その他 34,555

新生物 13,826 計 390,355

　件数の構成割合をみると、循環器系の疾患29.9％（対前年0.5ポイント減）、消化器系の疾患14.8％（対前年
0.2ポイント増）及び筋骨格系及び結合組織の疾患12.0％（対前年増減なし）が上位を占めています。
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１７ 疾病大分類別上位１０疾病（入院外・件数）
平成２９年５月診療分（後期）

【推移】
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